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 2枚のボトムパネルを合わせてスティッチし、本のように開くとボトム形状が出現。そこにバルクヘッドと
3枚のフォームを⽴てて固定し、その角度で船底ラインが出来上がる。 船台に乗せてあるしフォームでパネル
の開き具合が決まるからと、バウおよびスターンは後回しにして、気楽に銅線を（緩く）締めていく。パネ
ルは意外とキッチリあっているものの不具合が・・・

船腹が⼀番広いコックピットあたりにどうしてもパネルの隙間ができてしまう
パネル突き合わせ部（特に中央付近）のベベルカット45度というのはちょっと角度がありすぎでした

ここはバルクヘッドとフォームの間なので、重みでパネルが下がってしまうらしい。まぁきつく銅線を締め
ればなんとかなるかなぁと思いつつフォームも固定してみるが、船体の形状を決めるバルクヘッドとフォー
ムの取り付け位置がイマイチ決まらない。どうしたもんだろう？このまま進めていってもなんとかなるか
な？
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 と思いつつもやっぱり⽅針変更。どこかに基準がないといけないから、

バルクヘッドを基準とすることにして、船台にパネルごとクランプして固定する
パネルにバルクヘッド、フォームの取り付け位置の線を引いておく
パネルが垂れ下がらないようにつっかえをしておく
フォームの下部、キールラインとなる鋭角部がパネルに⾷い込まないように注意する

すでにスティッチした銅線をカットしてやり直しました。
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 ボトムパネルのバウとスターンは、お湯で湿らせて曲がりやすくしてから助⼿と⼆⼈がかりで押したりス
ティッチしたりしました。下の写真はバウのボトムパネルですが、曲げるだけじゃなくて「ひねって」いる
のが分かるでしょうか。この船の特徴だと思われるバウ、スターンに向かうカーブがきれいに出ています。
こうして両端を合わせると（当然ですが）僅かなロッカー（反り）がでて、スターンが船台から浮き上がっ
てきました。
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船底ができただけだけど、これだけも船ができた気がする。

最終更新 (2011年 9⽉ 02⽇(⾦曜⽇) 10:07)

© 2009 Kayak Dog
All Rights Reserved.

（２）ボトムパネル組み立て http://kayak-dog.net/index.php?option=com_content&view=article&i...

4 / 4 2012/08/25 14:16


